
○令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、矢部川水系においても事前防災対策を進める。干満差が日
本一大きい有明海に注ぎ、下流部では低平地が広がり水害の被害に遭いやすいという流域の特性を踏まえて、河道整備などを進めることで、戦後最大の
平成24年7月洪水と同規模の洪水に対して本川の堤防からの越水を回避するなど、あらゆる関係者が協働して流域治水の取組を推進していき流域におけ
る浸水被害の軽減を図る。
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（戦後最大のH24.7と同規模の洪水が発生した場合

の浸水範囲）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防・護岸整備、高潮対策、堰・橋梁改築、水門整備等
・農業水利施設の整備・有効活用 ・ため池の補強･有効活用
・水田の貯留機能向上 ・下水道等の排水施設の整備
・利水ダム等２ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：福岡県など）

・森林整備、治山対策 等

■被害対象を減少させるための対策
・立地適正化計画の策定・見直し
・二線堤等の歴史的な治水施設の保全

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・早期避難の推進と防災情報伝達手段の強化
・防災意識の向上に向けた、関係機関と連携した防災教育の推進
・内水ハザードマップ・ため池ハザードマップの作成
・簡易水位計、監視カメラの設置・整備
・防災ステーションの整備 等

矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【位置図】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

※対策メニューについては代表的な事例を記載。
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森林整備

防災訓練実施 防災ステーション整備

立地適正化計画の策定

※今後、「河川整備計画」などが策定された場合は、本プロジェクトの記載内容の見直しを適宜行う。

クリークの先行排水
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【ロードマップ】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

○矢部川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】 治水上安全度の低い箇所の整備を優先的に実施。国直轄区間では本川下流より整備を実施。大雨が予想される場合に、

クリーク等の先行排水を行うことで流出抑制に取り組む。利水ダム等による事前放流体制の構築や防災ステーションの整備を完了させる。
【中長期】 堤防・護岸整備、河道掘削、堰・橋梁の改築等を進めていき、流域全体の安全度向上を図る。国直轄区間では支川の整備を進めていく。

防災教育等の実施や自主防災組織の活動支援を継続的に行っていき、流域における、防災･減災対策を推進する。

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。 ※対策メニューについては代表的な事例を記載。 2
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筑後川河川事務所
福岡県　等

内水対策
柳川市・大川市・みやま市・大木町
等

高潮・津波対策
筑後川河川事務所
福岡県

下水道対策 みやま市

海岸高潮対策 福岡県

森林整備、治山対策
福岡森林管理署・福岡県・
森林整備センター九州整備局

流水の貯留機能の拡大
筑後川河川事務所
福岡県・福岡県企業局　等

流域の雨水貯留機能の拡大
福岡県･久留米市・柳川市・筑後市・大
川市・みやま市・大木町

水災害ハザードエリアにおける土
地利用・住まい方の工夫

久留米市・八女市・筑後市・（福岡県）

土地の水災害リスク情報の
充実

筑後川河川事務所
福岡県・各市町

筑後川河川事務所
福岡県・各市町

筑後川河川事務所
福岡県・各市町

経済被害の軽減
筑後川河川事務所
柳川市

被害対象を減少させる
ための対策

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

あらゆる機会を活用した水災
害リスク情報の充実

避難体制等の強化

区分　 対策内容 実施主体
工程

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

洪水氾濫対策

立地適正化計画の策定・見直し 等

防災教育・出前講座の実施 等

水位計･河川監視カメラ等の設置・浸水ハザードマップの作成・更新 等

防災ステーション整備

利水ダム等による事前放流体制構築

水路等の浚渫･整備

本川下流より整備を実施 支川の整備

高潮堤の整備

連絡体制の構築 等

農業水利施設の整備・有効活用、ため池の補強・有効活用、水田の貯留機能向上

クリークの先行排水

（久留米市・柳川市・筑後市・大川市・

みやま市・大木町）

下水道等排水施設の整備

高潮堤・水門の整備

治山事業の実施・森林整備事業の実施・水源林造成事業の実施

泰仙寺橋架け替え

防災ステーション完成

（筑後川河川事務所・柳川市）

楠田川水門設置

自主防災組織の設立・活動支援 等

ため池ハザードマップの作成



矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【詳細位置図】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

(久留米市)
・立地適正化計画の見直し

(久留米市)
・内水ハザードマップの作成 ・河川監視カメラ・水位計の設置
・ため池ハザードマップの作成 ・Web版ハザードマップの公開
・土嚢ステーションの設置 ・河川監視カメラ・水位計等設置
・ホットラインの構築 ・防災に関する地区の取組支援

(柳川市)
・クリークの先行排水
・農業水利施設の整備・有効活用
・護岸整備 ・樋門･樋管の整備
・排水機場の整備･更新

(大川市)
・クリークの先行排水 ・クリーク浚渫計画・実施
・クリーク浚渫事業への助成
・可搬式排水ポンプ整備
・水利施設長寿命化計画の策定

(大川市)
・Webハザードマップ検索システムの作成
・可搬式排水ポンプの排水訓練を実施
・ホットラインの構築
・防災に関する地区の取組支援

(大木町)
・クリークの先行排水
・農業水利施設の整備・有効活用
・樋門･樋管の整備
・フラップゲートの設置

(大木町)
・河川監視カメラ・水位計等の設置
・ホットラインの構築
・防災に関する地区の取組支援

(筑後市)
・水位計設置 ・ため池ハザードマップの作成
・ホットラインの構築
・防災に関する地区の取組支援

(みやま市)
・ため池ハザードマップの作成
・内水ハザードマップの作成
・総合防災マップの作成
・冠水地域との意見交換会実施
・河川監視カメラ･水位計等設置
・ホットラインの構築
・防災に関する地区の取組支援

久留米市

(柳川市)
・浸水ハザードマップの作成
・河川監視カメラ･水位計等設置
・ホットラインの構築
・防災に関する地区の取組支援

矢部川下流部域

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（国土交通省）

・早期避難の推進と防災情報伝達手段の強化
・防災意識の向上に向けた、関係機関と連携した防災教育の推進
・水位計および河川カメラの設置 ・防災ステーションの整備
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（福岡県）
・従来型水位計および危機管理水位計の設置
・従来型河川カメラおよび簡易型河川カメラの設置
・土地のリスク情報の充実
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(筑後市)
・立地適正化計画の見直し

(みやま市)
・下水道等の排水施設の整備
・クリークの先行排水 ・河川の浚渫
・農業水利施設の整備・有効活用
・ため池の補強・有効活用
・排水機場の整備・更新

(筑後市)
・ため池の補強・有効活用
・クリークの先行排水
・河川の浚渫 ・止水板の設置

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（福岡県）
・農業水利施設の整備・有効活用 ・クリークの先行排水
・ため池の補強・有効活用 ・水田の貯留機能向上

大川市
大木町

筑後市

みやま市柳川市

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

※対策メニューについては代表的な事例を記載。

※今後、「河川整備計画」などが策定された場合は、本プロジェクトの記載内容の見直しを適宜行う。

■被害対象を減少させるための対策（国土交通省）
・二線堤等の歴史的な治水施設の保全

(久留米市)
・ため池の補強・有効活用
・クリークの先行排水
・農業水利施設の整備・有効活用
・雨水貯留タンク設置補助
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【詳細位置図】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

矢部川上流部域

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（福岡県）
・従来型水位計および危機管理水位計の設置
・従来型河川カメラおよび簡易型河川カメラの設置
・土地のリスク情報の充実

(八女市)
・立地適正化計画の策定

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（福岡県）

・ダムの事前放流
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■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（森林整備・治山対策）

・治山事業の実施（福岡森林管理署、福岡県）
・森林整備事業の実施（福岡森林管理署、福岡県）
・水源林造成事業の実施（森林整備センター九州整備局）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（国土交通省）

・早期避難の推進と防災情報伝達手段の強化
・防災意識の向上に向けた、関係機関と連携した防災教育の推進
・水位計および河川カメラの設置
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

八女市

■氾濫をできるだけぐ・減らすための対策（福岡県）
・農業水利施設の整備・有効活用
・ため池の補強・有効活用 ・水田の貯留機能向上

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

※対策メニューについては代表的な事例を記載。

※今後、「河川整備計画」などが策定された場合は、
本プロジェクトの記載内容の見直しを適宜行う。

(八女市)
・内水ハザードマップの作成
・ため池ハザードマップの作成
・ホットラインの構築
・防災に関する地区の取組支援



矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

矢部川流域における対策内容

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策内容
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■森林整備、治山対策【氾濫河川上流域における森林整備、治山対策の実施】

森林は水源涵養機能や山地災害防止機能等の公益的機能を有しており、この機能の適切な発揮に向け、
森林整備、治山対策を推進。
間伐等の森林整備の実施により雨水を地中に素早く浸透させ、ゆっくり流出させるという森林の洪水緩
和機能を保全するとともに、治山事業の実施により流木・土砂の流出抑制効果を発揮させることで、流域
上流における防災・減災対策に資する。
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間伐後の森林荒廃森林

森林整備による浸透能の向上効果

治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

流木捕捉式治山ダムが
流木を捕捉した事例

治山ダムが山腹崩壊と
土砂流出を軽減 した事例

短期 中長期

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

森林整備、治山対策
治山事業の実施・森林整備事業の実施
水源林造成事業の実施

福岡森林管理署・福岡県・
森林整備センター九州整備局

区分　 対策内容 実施内容 実施主体
工程



矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■ダムの事前放流【福岡県等の事例】

ダム上流の予測降雨量が、ダムごとに設定される基準降雨量を上回った場合に、洪水調節に必要な容量を算定し、洪水調節可
能容量の範囲内で予測されるダムの総流入量に対し計画の洪水調節容量を超える分をあらかじめ利水容量から確保する。
矢部川水系では令和２年５月２９日に治水協定を同意。
矢部川水系では、２ダムで水害対策のために使える容量が１．５９倍に。

既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針に基づく
矢部川水系 関係者【構成員】

〇河川管理者
・国土交通省九州地方整備局筑後川河川事務所
・福岡県県土整備部

〇ダム管理者
・福岡県県土整備部（日向神ダム）
・福岡県企業局（松瀬ダム）

〇関係利水者
・筑後川土地改良区
・福岡県企業局

※●：多目的ダム、○：利水ダム
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■農業水利施設の整備・有効活用【柳川市等の事例】

矢部川流域では低平地の特性を生かしたクリークが網の目のように発達している。大雨が予想される場
合に、クリークの先行排水を行うことで貯水容量を確保し、流出抑制に取り組んでいる。

柳川市の場合：
クリークの総延長 約930km
クリークの先行排水容量 約1800千㎥

矢部川流域
に広がるクリーク

通常の水位

大雨が予想される
場合に水位を下げる

例）柳川市内のクリーク

先行排水時
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クリークの先行排水

（久留米市・柳川市・筑後市・
大川市・みやま市・大木町）



矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

矢部川流域における対策内容

被害対象を減少させるための対策内容

9
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■立地適正化計画の策定・見直し

頻発・激甚化する自然災害に対応するため、災害ハザードエリアにおける開発抑制、移転の促進、 立地
適正化計画と防災との連携強化など、安全なまちづくりのための総合的な対策を講じる。

※頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」のイメージ



矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

矢部川流域における対策内容

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策内容
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【取組】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■防災ステーション整備【筑後川河川事務所・柳川市の事例】

矢部川水系で初となる河川防災ステーションを整備。平成24年7月堤防決壊時に使用された実績数量を
踏まえ、矢部川の堤防決壊を想定した必要資材量を備蓄。
平常時は防災訓練や防災学習など地域防災力向上に向けた活動など、国と市が連携調整して取り組む。

矢部川六合地区河川防災ステーション 諸元

地先名 福岡県柳川市大和町六合

面積 27,000m2

盛土造成 95,000m3

施設 ヘリポート、水防施設（柳川市） 等

資材量 岩砕 11,300m3

２ｔブロック 420個

かごマット 708個

土砂 等

防災ステーション完成
（筑後川河川事務所・柳川市）
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矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【詳細ロードマップ】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。
※対策メニューについては代表的な事例を記載。 13

短期 中長期

矢部川本川・支川洪水氾濫対策（国） 筑後川河川事務所

矢部川本川･支川洪水氾濫対策（県） 福岡県

市営河川の改修 筑後市・みやま市

フラップゲート等の設置 筑後市・大木町

農業水利施設の整備・有効活用
（水路の浚渫・整備　等）

柳川市・大川市・みやま市・大木
町

排水機場の整備･更新 柳川市・みやま市

高潮・津波対策 高潮堤・水門の整備
筑後川河川事務所
福岡県

下水道対策 下水道等の排水施設の整備 みやま市

海岸高潮対策 高潮堤の整備 福岡県

森林整備、治山対策
治山事業の実施・森林整備事業の実施
水源林造成事業の実施

福岡森林管理署・福岡県・
森林整備センター九州整備局

流水の貯留機能の拡大 利水ダム等による事前放流体制構築
筑後川河川事務所
福岡県・福岡県企業局　等

農業水利施設の整備・有効活用
（クリークの先行排水　等）
ため池の補強･有効活用

福岡県･久留米市・柳川市・筑後
市・大川市・みやま市・大木町

水田の貯留機能向上 福岡県

実施内容 実施主体
工程

洪水氾濫対策

内水氾濫対策

区分　 対策内容

流域の雨水貯留機能の拡
大

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

本川下流より整備を実施 支川の整備

泰仙寺橋架け替え

楠田川水門設置

クリークの先行排水

（久留米市・柳川市・筑後市・

大川市・みやま市・大木町）



矢部川水系流域治水プロジェクト（案）【詳細ロードマップ】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

※対策メニューについては代表的な事例を記載。 14

短期 中長期

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画の策定・見直し
久留米市・八女市・筑後市・（福岡
県）

浸水範囲の限定・氾濫水の
制御

二線堤の保全 筑後川河川事務所

水位計・河川監視カメラ等の設置
筑後川河川事務所
福岡県・各市町

浸水ハザードマップの作成・更新
筑後川河川事務所
福岡県・久留米市・柳川市・大川
市・みやま市

内水ハザードマップの作成・更新 久留米市・八女市・みやま市

ため池ハザードマップの作成・更新
久留米市・八女市・筑後市・みや
ま市

防災教育・出前講座等の実施
筑後川河川事務所
福岡県・各市町

意識啓発のツール・広報の充実
筑後川河川事務所
福岡県・各市町

自主防災組織の設立・活動支援
筑後川河川事務所
福岡県・各市町

連絡体制の構築
筑後川河川事務所
福岡県・各市町

防災訓練等の実施
筑後川河川事務所
福岡県・各市町

土嚢ステーションの設置 久留米市

防災ステーション整備
筑後川河川事務所
柳川市

実施内容 実施主体
工程

被害対象を減少させる
ための対策

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

土地の水災害リスク情報の
充実

あらゆる機会を活用した水
災害リスク情報の充実

避難体制等の強化

経済被害の軽減

区分　 対策内容

防災ステーショ ン完成

（筑後川河川事務所・柳川市）

ため池ハザードマップの作成

（久留米市・八女市・筑後市・みやま市）
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